
口腔内に装着したリンガルボタンやCRボタンにゴム

（矯正用エラスティック）をかけやすくするフック(b )です。
その他、床装置のクラスプ等のワイヤーにゴムを結ぶ機能(a)がついて

いるので、ピンセットを持ち歩かずにゴム掛けが行なえます。装置のケ

ースやゴムの袋に入る大きさで、収納も簡単です。

②ゴムの上にワイヤーをおき、指にゴムをおしつけながら

反対側のゴム（ ）をフックでワイヤーの上からすくいます。

( b ) ◆ボタンにゴムを掛ける

フックで歯のボタン（ ）にゴムをひっかけます。

前歯（側方拡大後の歯牙移動時等） 臼歯（後方移動後の歯牙移動時等）

使用目的

使用方法

(a)
(b)

バイオリンプルの動画が
「YouTube」で見られます。

患者さんへの指導のサポートや
スタッフの指導等にお使いください。

で検索

☟をクリック

バイオリンプル

(a ) ◆ゴムをワイヤーに結ぶ

①ホールド部（

指の上にフック部（

）にゴムをかけ、

）を下にしてのせます。

③すくったゴムをしっかりひっぱり、 結び

目をきつくします。

指導上の注意

・バイオリンプルの使用が困難な場合はピンセットをご使用ください。

・低年齢の小児の場合には保護者へご指導ください。

・必ず十分な指導の下に患者様にお渡しください。

・目的用途以外の使用は避け、使用時のトラブルは各医院で対処をお願い致します。

その他

・ホールド部やフック部を使用し、他のゴムの使用も可能です。 例）マルチブラケットの顎間ゴム等

完成
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